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１．出題の趣旨

・ 自分の考えが読み手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えて書くこと

平成31年度（令和元年度）の全国学力・学習状況調査における学校質問紙調査では，「言語

活動について，国語科だけではなく，各教科，道徳，総合的な学習の時間及び特別活動を通じ

て，学校全体として取り組んでいますか」という質問に「よくしている」，「どちらかといえば，

している」と肯定的な回答をした学校の割合は，これまでで最も高い94.9％であった。国語科

においても，各領域の指導について，基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究する

ことのできる国語の能力を身に付けることができるよう，学習指導要領の内容の(2)に示され

た言語活動例などを通した指導が全国で行われていると考えられる。しかし，例えば「平成31

年度（令和元年度）【中学校】報告書」では，「書くこと」について，取り出した情報を「自分

が伝えたいことの根拠として読み手に分かりやすいように書くことに課題がある」（P.８）と

している。様々な言語活動を通した学習の中では，文章を書く目的や意図をより意識し，読み

手に分かりやすく書くように指導する必要がある。

本問では，これらの課題を踏まえて，「卒業」をテーマに俳句を創作する場面を設定し，第

２学年「Ｂ 書くこと」(1)ウの「事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，

説明や具体例を加えたり，描写を工夫したりして書くこと。」の指導事項について出題した。

俳句に用いる言葉を複数の候補の中から選び，その言葉を選んだ理由を書くことを求めている。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

ア 表現の仕方を工夫して，詩歌をつくったり物語などを書いたりすること。

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

イ 多様な考えができる事柄について，立場を決めて意見を述べる文章を書くこと。

２．解説

設問

趣旨

自分の考えが読み手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えて書くことができる

かどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実や事柄，意見や心情が相手に効果的に伝わるように，説明や具体例を加えたり，

描写を工夫したりして書くこと。 《記述》

■評価の観点

国語への関心・意欲・態度

書く能力
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■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

４ 一 １ 「ふる（えて）」と解答しているもの ◎

① 99 上記以外の解答

０ 無解答

一 １ 「したく」と解答しているもの ◎

② ２ 「したく」のうち「し」だけ正しく解答しているもの

３ 「したく」のうち「たく」だけ正しく解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

一 １ 「ふ（いて）」と解答しているもの ◎

③ 99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

① 【解答類型１】は，「震（えて）」を文脈に即して正しく読むことができている。「震」は，

学年別漢字配当表以外の常用漢字である。

② 【解答類型１】は，「支度」を文脈に即して正しく読むことができている。「支」は，小学

校第５学年の配当漢字である。「度」は，小学校第３学年の配当漢字であるが，「タク」とい

う読みは中学校で学習する。

【解答類型２】は，「支」について読むことはできているが，「支度」という語句の意味を

理解して正しく読むことに課題がある。

【解答類型３】は，「度」について読むことはできているが，「支度」という語句の意味を

理解して正しく読むことに課題がある。

③ 【解答類型１】は，「吹（いて）」を文脈に即して正しく読むことができている。「吹」は，

学年別漢字配当表以外の常用漢字である。

設問二

趣旨

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して読むことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項(1)ア

(ｱ) 文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味

わいながら，古典の世界に触れること。

■評価の観点

言語についての知識・理解・技能

４

－35－



４

－36－



４

－37－



－38－



 

解
答
用
紙
（
正
答
（
例
））

Ⅳ

－39－



－40－



－41－



－42－



 

点
字
問
題
（
抜
粋
）

Ⅴ

－43－



－44－



－45－



－46－



－47－



－48－



－49－



－50－



 

拡
大
文
字
問
題
（
抜
粋
）

Ⅵ

－51－



－52－



－53－



－54－



－55－








	中国_H1
	中国本文
	中国_H4
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



